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SDGs事例集 2020： 三井化学株式会社 

ESG の推進及び、環境・社会への貢献価値 Blue Value® /Rose Value®の拡大 

 

今、企業は、事業活動を通じ持続可能な社会の実現に貢献しています。 

三井化学は、ESG を中核に据えた経営に取り組み、環境・社会への貢

献価値 Blue Value® /Rose Value®の拡大を長期経営目標に掲げて貢献

の見える化を図り、SDGsなどの社会課題解決に取組んでいます。三井化

学㈱ 理事・ESG推進室長の右田さんにお話を伺いました。 

 

 

2030年以降も踏まえ、長期経営計画に環境・社会軸目標を盛り込む 

日化協： 

 御社は、SDGs に関わる課題を含めて、持続可能な社会の実現のために、経営として ESG に戦略的に取

り組まれていますね。 

右田様： 

ありがとうございます。気候変動やプラスチック問題、SDGsに関連することだけでなく、SDGs後の 2030

年以降も踏まえ、経営の中核に ESGを捉えて取組んでいます。 

当社グループの ESG は、グループ理念をベースにしています。1997 年に三井東圧化学と三井石油化学

工業が合併して、三井化学になりました。この時にグル

ープ理念を作り、『地球環境との調和の中で、材料・物

質の革新と創出を通して、高品質の製品とサービスを

提供し、社会に貢献する』という理念を内外に明らかに

しています。事業活動を通じて社会課題の解決に貢献

することが、我々の存在意義だという考え方に基づい

ています。 

日化協： 

合併したことで、グループ一丸をよ

り意識したということですね。 

右田様： 

そういう意識が強いですね。それゆ

えに、「目指すべき企業グループ像」

も、『絶えず革新による成長を追求し、

グローバルに存在感ある化学企業グ

ループ』になると明確にしています。 

当社グループの連結売上高は、半分

を基盤素材事業が占め、その他に成長

分野と位置付ける３つの分野の事業

で構成されています。石油化学製品、

 

≪企業グループ理念≫ 
 地球環境との調和の中で 
 材料・物質の革新と創出を通して 
 高品質の製品とサービスを顧客に提供し 
 もって広く社会に貢献する 

事業ドメイン
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基礎化学品、ポリウレタン材料を主力製品とする基盤素材事業、成長分野と位置付けているモビリティ

事業の自動車材料や電子情報材料、ヘルスケア事業のメガネレンズ材料や不織布、フード＆パッケージ

事業の包装材や産業用フィルムと、全事業がプラスチックに関係しています。こうしたことからも、社会

課題の解決にプラスチック材料の革新で貢献することは、我々の存在意義でもあります。 

プラスチックに関しては、海洋プラス

チック問題などがネガティブなニュー

スとして取り上げられていますが、プラ

スチック自体は大変有用な素材であり、

社会的に注目を集めている問題に取組

むことは、ビジネスチャンスとも捉える

ことが出来るのです。 

こうしたマーケットで事業を展開す

る当社グループの経営の考え方は、３軸

経営です。2006 年にはすでに打ち出し

ていましたが、経済だけでなく環境と社

会とのバランスも取っていくというも

ので、まさに ESGです。現在は、この３

軸経営を深化させ、マルチステークホル

ダーへの配慮、長期的視点に立った経営

を行い、SDGs後の 2030年以降も踏まえ、

「社会とともに当社グループの持続可

能な発展・成長」を目指しています。 

その実現のため、私は経営企画部副部

長の立場で、2016 年に「2025 長期経営

計画(対象期間：2016 年から 2025年)」

作りに携わりました。メガトレンド、社

会課題を抑えた他、SDGs をツールある

いはターゲットとして活用し、10年先、

20年先の姿を考えながら 2025年を最終

年とする長期経営計画を策定しました。 

右図に示すのが長期経営計画のコン

セプトです。社会課題と当社が持つ強み

を掛け合わせて、貢献すべきターゲット

事業領域を定めました。経営課題には経

済・環境・社会の 3軸でビジネスリスク

/バリュー(機会)の両方を取り上げ、事

業活動を通して『三井化学グループが目

指す未来社会の姿』である「環境と調和

経営の考え方 

 

2025長期経営計画 
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した共生社会」、「健康・安心な長寿社会」、「地域と調和した産業基盤」を目指します。また、長期経営計

画を通じて、SDGsの達成にも貢献していきます。 

 目標には、経済目標と併せて、環境・社会軸目標も設定しました。「（１）低炭素・循環型・自然共生社

会の実現に貢献できる製品・サービスの最大化」、「（２）QOL(Quality of life)向上、スマート社会の実

現に貢献できる製品・サービスの最大化」、「（３）サプライチェーン全体を通じた安全確保・高品質・公

正の追求」という３つの目標に対し

て、13項目の KPIを設定しています。 

かねてから、環境や社会への貢献を

環境貢献価値「Blue Value®」、QOL向

上貢献価値「Rose Value®」として提

供価値の見える化を進めていました

が、両 Valueの認定製品の総売上高比

率も KPI に設定し、各 30％以上とす

る目標を掲げました。当然、気候変動

や安全、レスポンシブル・ケアに関連

する事項の KPIも設定しており、SDGs

の種々目標との関連についても右図

ように示しています。 

日化協： 

「2025 長期経営計画」に、環境・社会軸目標も入れ、KPIの設定、さらには SDGs との関係も明確にさ

れたのですね。特に、KPIに Blue Value®と Rose Value®の総売上高比率を設定したことは、地球環境と

の調和や社会に広く貢献していること／し続けることを、経営層や従業員に意識させることにも繋がり

ますね。このような設定は、右田さんが経営企画部門にいらしたことも大きいのでしょうか。 

右田様： 

私は、経営企画部門の前は CSR部門にいました。当時から経営指標に環境・社会軸目標を入れていかな

ければならないと、問題意識を持っており、「2025長期経営計画」を策定する際に、経済軸と併せて、環

境・社会軸目標を設定しました。 

日化協： 

Blue Value®/Rose Value®は、かなり事業部門に浸透しているのではないかと感じています。事業部門

の方とのお話からも、よく理解され、皆さんの業務目標に落とそうと努力されていることが伺えました。 

右田様： 

そうですね。これまでは、「それは、CSR でやっていることでしょう？事業部門は関係ないから」とい

うことでしたが、現在は事業部門にも「環境・社会への貢献価値とは何か」が根付いてきたように思いま

す。 

  

2025長期経営計画と SDGsの種々目標との関連 
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リーマンショック、赤字経営を乗り越え、広義の CSRである ESG へ 

右田様： 

1997年に三井グループの化学会社 2社が合併し、三井化学が発足しました。CSR部門の設置は 2005年

になります。2004 年に、経営企画部門の担当者と法務部門のコンプライアンス担当であった私が、「CSR

とは？」というプロジェクトを立ち上げま

した。約 1年の議論の末、CSR部門と CSR委

員会が設置され、私が CSR 部門の担当にな

りました。当時の社長は CSR の概念をよく

理解していましたので、2006 年に先の 3 軸

経営を打ち出しました。しかし、この後 2008

年に起こったリーマンショックの後、赤字

経営から脱却し経営状態を立て直すことが

最優先の課題となり、2009 年から 2013年の

間は CSRにとっては停滞の時代でした。 

日化協： 

この期間は、どの企業もリーマンショックの対応に揺さぶられましたね。 

右田様： 

そうですね。ただ、実はこの間に、Blue Value®/Rose Value®の検討が、茂原にある研究所の片隅で始

まっていました。私たちのような本社部門は知らなかったのですが、よく継続してくれていたと思いま

す。 

日化協： 

発案や検討は、茂原の研究所でされたのですね。 

右田様： 

赤字経営が続いた後の 2014 年に「中期経営計画(対象期間：2014 年～2016 年)」を出しました。これ

は、出直しの中期経営計画です。私は経営企画部門にいました。三井化学の原点に戻ろうと存在意義を再

確認し、「未来社会の実現に向け、事業活動を通じた社会課題解決」の概念をこの中期経営計画から入れ

ました。しかし、Blue Value®/Rose Value®については、議論には上ったのですが、時期尚早で入れるこ

とができませんでした。 

日化協： 

2016 年からは中期経営計画ではなく長期経営計画とされました。それはどういう理由によるものです

か。 

右田様： 

中期経営計画も 3 年目に入ると、事業を取り巻く内外環境は大きく変わっています。それにも関わら

ず、変化を取り入れず計画に織り込んだことのみを全うしてしまう。それではダメだと。 

2025長期経営計画では、10年後の到達目標を定め 3ヵ年の戦略で進めています。毎年、環境変化を柔

軟に取り入れて次の 3 ヵ年の戦略を見直し、長期と短期のバランスを見ながら経営していくことにした

のです。 

ESG推進の歩み 
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日化協： 

長期経営計画の大きな骨子は変えずに、細

かい部分は環境変化に合わせて、毎年見直し

ていくということですね。 

 CSR部門は ESG推進室として、名称もその

役割も変更されたと伺いました。 

右田様： 

2018年 4月に ESG推進室を設置しました。 

2017年頃には、ニュースや新聞などでも、

SDGs や ESG 投資などの話題が多くとりあげ

られ、社会的要請が急速に高まりました。ESG

を経営に統合することは必須の経営課題で

あるということが、社内でも認知されていき

ました。ただ、一方で、「社会課題の解決」

と打ち出したものの、事業部門や研究部門な

どで積極的に取り組まれていたかというと、

不十分であることは否めませんでした。この

ような状況を打開するため、狭い意味の CSR

から脱却するべく、ESG 推進室を設置したの

です。 

CSR という言葉を一旦廃止して、ESG やコ

ーポレート・サステナビリティという言葉に

変え、コンセプトを作り直しました。例えば、

これまでは環境配慮製品と宣言して終わっ

ていたものを、環境貢献価値の提供は企業価

値を高め、利益を生み、企業の発展につなが

る。それを企業戦略に活かしビジネスモデル

にするところまでやる、ということ。そして、

リスクマネジメントも単なるコンプライア

ンスではなく、ガバナンスを重視していく。

ということです。しかし、これまで積み上げ

てきた CSRを否定するものではなく、工場が

主体的に行ってきた地域貢献活動などは縮

小せず、どんどん実施してもらっています。 

 ESG推進室の設置に伴い、コーポレートコ

ミュニケーション部から CSR 部門がスピン

アウトし、これまで緩やかに連携していた経

営企画部と、より密接に連携した組織体制と

三井化学グループの外部環境、内部環境 

 
三井化学グループの CSRと ESG 

 

ESG推進体制 

●2018年 3月まで 

 
●2018年 4月以降 
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なりました。物理的にも隣に位置し、経営戦略を意識し情報共有しながら業務を遂行しています。 

CSR 委員会も ESG 推進委員会(英語名：Corporate Sustainability)に名称を変更。社長が委員長で、担

当役員を副委員長ということは変わりませんが、委員を絞り、常務以上の経営層と事業・研究・生産技術

の本部長等の委員で ESG について議論し、トップダウンで遂行するスタイルにしました。英語名からも

分かるように、コーポレートのサステナビリティを決めていく場です。三井化学が存続し続けるために、

当社は何をするのか、何をしなければならないのかということを第一に討議しています。 

日化協： 

事業部門等社内に対しては、どの様に

SDGsや ESGを推進していますか。 

右田様： 

右図のように ESG 推進方針を明確にしま

した。ESG推進とはビジネスリスクに対処す

るだけではなく、ビジネス機会を捉えてい

くことであり、大切なのは、社会価値向上と

企業価値向上の両立です。社会に貢献して

当社がつぶれては元も子もありません。社

会課題を認識し、その解決に当社グループ

の技術やビジネスをどう活かしていくかを

常に考えていくことが ESG 推進であると話

しています。 

 

 

ミッションを明確にして ESG推進に取組む 

グローバル課題である気候変動やプラスチック戦略についてもグループ内を牽引 

日化協： 

 ESG推進室のミッションを教えてください。 

右田様： 

ESG 推進室のミッションは、右図に示した

①ESG 推進の大きな方針や戦略を考えるこ

と、②ESG の要素を経営・戦略に組み込んで

いくこと、③ESG情報開示を強化すること、

の 3つです。 

②の経営・戦略への組込みでは、ESG推進

委員会、取締役会、全社戦略会議だけで、昨

年は 5回開催し、その他にも定期的に経営層

との議論を行い、戦略への反映を進めまし

た。特に、当社にとって最重要なグローバル

な課題でもある気候変動とプラスチック循

ESG推進方針 

 

ESG推進室のミッション 
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環については、ほぼ毎回テーマとして取り上げ、全社で取組む方向性等の議論を行っています。 

日化協： 

気候変動に関係する企業の TCFD（Task 

Force on Climate-related Financial 

Disclosure）の取組みや、プラスチック

循環の課題の中でも海洋プラスチック

への企業の対応に関して、社会的にも多

く取上げられています。御社は 2018 年

4 月という早い時点で、重要な ESG の要

素として取り上げ、ESG 推進室のミッシ

ョンとして明確にされたのですね。 

右田様： 

はい。気候変動とプラスチック問題

は、一体の課題として捉えることが重要

であると考えています。 

プラスチックは、まさに当社事業のど

真ん中ですので、プラスチック循環の課

題を取り上げなければ化学企業として

存在する意味がないとも言えますね。そ

の年の夏には、ESG推進室のミッション

の半分はプラスチック関連の対応にな

りました。翌 2019 年には、プラスチッ

ク戦略基本方針を発表しました。 

日化協： 

戦略的に動かれ、社内外に向けての打

ち出しもいいですね。どのような体制で

推進されているのですか。 

右田様： 

ESG推進室だけでなく事業部からの兼

務者を置き、リタイヤした元研究本部長

も招いて事業・研究横断のプロジェクト

体制をとっています。海洋プラスチック

問題は、1社では解決できない問題なの

で、アライアンスに参加して、様々な企

業や外部機関と一緒に検討しています。 

日化協： 

気候変動に関しても、TCFD対応等、企

業価値を高めるような取組みを進め、情

プラスチック戦略基本方針 

 

海洋プラ問題解決に向けたアライアンスに参加 

 

気候変動対応方針 
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報開示も含めて対応するとなると、大変ですね。 

右田様： 

そうですね。気候変動についても対応方針を 2019年春に発表しました。情報開示内容を評価する機関

や投資家も増えていますので、しっかり対応しなければなりません。ESG推進室に気候変動対応の専任を

置き、生産技術部門など GHGの専門家も協力してくれています。 

日化協： 

投資家を含めステークホルダーに対して的確に応えられるのは、社内体制がしっかりあるからこそと

いうことですね。投資家の方からの質問や疑問に丁寧に答えることで、御社への信用度も増しますし、戦

略的に取組んでいることも見せられますね。 

右田様： 

はい。投資家との ESGミーティングも増え、率直に話をさせていただいています。いろいろ議論ができ

ていい機会になっています。 

 

 

Blue Value®と Rose Value®で、環境・社会への貢献価値を見える化し、 

三井化学グループの存在価値を示していく 

日化協： 

投資家との ESG ミーティングで得られ

た内容は、事業部門にもフィードバック

すべきこともあると思いますが、いかが

ですか。 

右田様： 

今後の戦略などにも参考になりますの

で、もちろん事業部門にも共有していま

す。 

投資家の方々からは、Blue Value®/Rose 

Value®を大変評価いただいていますの

で、その期待についても伝えています。 

日化協： 

Blue Value®と Rose Value®で、環境・

社会への貢献度を事業成長として定量的

に情報開示することは、投資家からのニ

ーズとも合致していますね。 

右田様： 

そうなのです。投資家の方からは、Blue 

Value®と Rose Value®が拡大すれば、利益

も拡大していくのかと、よく問われます。 

2025長期経営目標では、営業利益 2000

環境・社会への貢献価値の見える化 
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億円を打ち出していますが、これは成長領域の製品の収益が拡大している下での計画です。当社の成長

戦略と Blue Value®/Rose Value®のコンセプトの方向性は一致しているので、Blue Value®と Rose Value®

が拡大すれば利益も拡大していくはずです。環境に貢献する製品でも利益が上がらない、あるいは全社

利益が伸びているのに Blue Value®や Rose Value®の売上高比率が上昇しないのであれば、事業ポートフ

ォリオか Blue Value®/Rose Value®のコンセプトか、どちらかがおかしいということになります。Blue 

Value®と Rose Value®は、収益拡大の中身を環境・社会への貢献価値の視点から見て、成長戦略の方向性

を確認するためのツールでもあると考えています。 

日化協： 

先程、お話に出ましたが、Blue Value®/Rose Value®を指標として整理し、経営ツールとした茂原の研

究所の皆さんは素晴らしいですね。 

右田様： 

そうですね。茂原の研究所にいた担当者は、その後本社に赴任して、Blue Value®/Rose Value®の存在

価値を大きくしていきました。 

日化協： 

浸透は、具体的にどのような方法で進めていますか。 

右田様： 

経営のシステムに組み込まれないと、

みんな本気になりません。そこで、大型

投 融 資 計 画 の 検 討 項 目 に 、 Blue 

Value®/Rose Value®や、SDGs との関係を

記載する項目を追加しました。また、プ

ラント建設などで GHG が増減する場合

は、何トン増えるか/減るのかを具体的

に提示させます。投融資を検討するとき

は、必ず Blue Value®/Rose Value®や

SDGsを意識することになるのです。 

日化協： 

投資の検討時に、該当する製品が Blue 

Value®や Rose Value®に関係する用途が

あると気付いてもらえれば、社内により浸透しますし、さらに製品開発やマーケティングにもその意識

は波及していきますね。 

右田様： 

その通りで、Blue Value®/Rose Value®は、当初の構想から、単なる経営ツールではなく、研究開発や

マーケティングのツールでもあると考えています。 

2020年度から Blue Value®と Rose Value®の売上高目標を、事業部門の業績管理指標として本格導入す

ることにしました。事業部門それぞれが設定した目標の達成に向けて中長期的に拡大を図っていくこと

になります。さらに、研究創出段階にもこの視点を入れ始めています。次の段階として、新事業や新製品

開発のステージ管理システムに導入していきたいと考えています。 

「Blue Value」&「Rose Value®」拡大施策 
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日化協： 

改めて、 Blue Value®/Rose 

Value®の評価手法について教え

てください。 

右田様： 

Blue Value®は、LCA(ライフサ

イクルアセスメント)をベース

とする独自指標により製品・サ

ービスを用途別に評価し、「CO2

を減らす」「資源を守る」「自然と

共生する」の 3 要素で環境への

貢献度を判定し、Blue Value®製

品として認定します。当社での

製造工程だけでなく、お客様先

の加工段階や消費者による使用

段階など、バリューチェーン全

体で当社製品がどれだけ貢献で

きているか評価します。すべて

の判定項目で劣っている点がな

いことが認定条件となっていま

す。定性評価や半定量評価も取

り入れ、簡易に評価できるシス

テムをとっていますが、必要に

応じて、LCA担当部門が専門的、

定量的に評価できる体制となっ

ています。 

Rose Value®は、LCAのような

共通の物差しがないので、SDG等

の社会ニーズをふまえた独自指

標を作成しています。3つの貢献

要素「くらしと社会を豊かにす

る」「健康寿命を延ばす」「食を守

る」に当てはまる製品・サービス

を Rose Value® 製品と認定して

います。 

日化協： 

用途が明確な製品なら環境・

社会への貢献を具体的にアピー

Blue Value の具体事例 

 

 

Rose Valueの具体事例 
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ルしやすく、社内外に訴求しやすいですね。 

右田様： 

ちなみに、Blue Value®の「Blue」は、グリーンで示される自然やエコではなく、もっと大きな地球の

青を。Rose Value®の「Rose」は、幸福や希望に満ちた人生バラ色のローズを表現しています。 

日化協： 

認定はどのようなプロセスで行っているのですか。 

右田様： 

事業部門からの申請を受けて、審査会に掛けます。RC 品証部長が委員長となり、事業部長 2 人、研究

開発企画管理部長などが委員として、それぞれの視点で意見を出し合い審査をしています。委員にとっ

ても、自部門とは異なる分野の製品が社会に提供する価値について議論していますので、それぞれが持

ち帰って役立てることもできているのではないかと思っています。 

日化協： 

認定については、外部の有識者の方からアドバイスもあるのでしょうか。 

右田様： 

Blue Value®は東京都市大学の伊坪教授に、Rose Value®は日本総研の足達理事に、アドバイザーをお

願いしています。透明性・客観性を高めるため、評価方法や審査基準の設計段階からアドバイスをいただ

きました。審査会の前にもご意見をいただき、それを踏まえて社内審査を行っています。 

日化協： 

他部門や外部有識者からの指摘や知見も得られると、部門間や社外との協働が生まれる、新たな事業や

これまでにない新製品開発にも発展するかもしれませんね。 

右田様：  

 そうなのです。企業は、新たな価値を創造し、社会課題を解決し続けていかなければなりません。Blue 

Value®/Rose Value®を環境・社会への貢献と自社の経済成長、すなわち社会価値向上と企業価値向上の

両立を測るための指標とし、両価値の最大化を図りながら、社会および当社グループの持続可能な発展

を目指していきます。 

日化協： 

本日は、貴重なお話をいただき、ありがとうございました。 

（本インタビューは、2019年 11月 19日に三井化学㈱本社にて行いました。） 
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【インタビューを終えて、日化協の五所】 

持続可能な社会に向けて、利潤を追求するだけの企業は、ステークホルダーから淘汰される時代になり

ました。企業には、SDGs に取組みながら経済性・環境性・社会性のバランスの取れた経営が求められて

います。それゆえ、CSR、ESGや SDGs の取組みをけん引する部門の役割や在り方も、大きな転換期に来て

いるのではないでしょうか。 

今回、経済軸・環境軸・社会軸の 3軸経営を推進し、ESG推進室という専任組織を設置し、ESGを事業・

戦略そのものに取組んでいる三井化学様のお話を伺いました。三井化学グループは、「様々な社会課題解

決に向けて、事業活動を通じて貢献することが、三井化学グループの存在意義」としています。この目指

すべき企業グループ像に向けて、三井化学様の ESG 推進室は、事業ドメインやこれまで CSR 活動を振り

返り、将来に向けた自らの役割やミッションを明確にして、長期経営計画や目標の立案とその実施のた

めの社内浸透に取組まれていました。企業内で CSR、ESG や SDGs の取組みをけん引する部門の方々にと

って、自社の目指すべき姿の実現に自部門がどう貢献するのか・できるのかを参考にしていただける事

例です。 

 また、ご紹介いただいた Blue Value®と Rose Value®の経営システムへの組入れは、3軸経営の成果を

測定可能にし、SDGs への貢献度、持続可能な社会の実現にどの位のボリュームでどの様な貢献をしたの

か、社内外にも分かり易く提示できる事例であると思いました。 

 
 
【三井化学グループの基本情報】 

主な事業： モビリティ事業、ヘルスケア事業、フード＆パッケージング事業、基盤素材事業、その他 

従業員数： 17,979名（2020年 3月末現在） 

売上高：  13,493億円（2020 年 3月末現在） 

関係会社数：156 社 

展開国・エリア：日本、アジア、アメリカ、ヨーロッパ、その他オセアニア・アフリカ等 

海外投資家比率：45% 

ESG 推進に関するお問合せ先：ESG 推進室 Tel.03-6253-2104／E-mail.MCI_ESG@mitsuichemicals.com 

ESG 推進等、サステナビリティに関するホームページ上での情報提供：  

URL： https://jp.mitsuichemicals.com/jp/sustainability/index.htm 

 

以上 

https://jp.mitsuichemicals.com/jp/sustainability/index.htm

